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アニオンを形成する。これまでのポリ酸の研究は主に V、Mo、W の化合物に集中しており、Nb や Ta のポリ酸
の化学は非常に遅れていた。本研究ではNbと Taのイソポリ酸について以下の 4種類の研究を行った。 
  
1. TBA6[Nb10O28]、TBA8[Nb20O54]の合成及び酸塩基による可逆的な反応 





TBA6[Nb10O28]の収率を従来法の 19%から 45%と 2倍以上に向上させる事に成功した。 
K7H[Nb6O19] + 7HCl + nH2O → H8[Nb6O19]･nH2O + 7KCl 
5H8[Nb6O19] + 18TBAOH → 3TBA6[Nb10O28] + 23H2O 
また、これら 2種の化合物が単量体-二量体の関係にある事に注目し、酸塩基により可逆的に相互変換する事を明
らかにした(図 1)。二量化反応については、TBA6[Nb10O28]をジクロロメタンに溶解するだけでも進行する事が分







































 続いて MeOH との反応で得られた化合物は、TBA8[Nb20O54]と MeOH との反応から得られた化合物とほぼ同じ


















K8[Ta6O19] + 8HCl + nH2O → H8[Ta6O19]･nH2O + 8KCl 











 1 種類目は TBA6[H2Ta6O19]又は TBA6[H2Ta6O19]結晶化前のクルードの粉末を出発物質として合成した。出発物
質のトルエン溶液を一晩加熱撹拌後、ジエチルエーテルを加えて静置する事で粒状結晶が得られた。元素分析値























図 4. 水素結合により四量化した Ta6O19。黒丸は Ta、白丸は O。
点線は水素結合を表している。 
